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•自分で「Jupyter Notebook」を作ってみよう 
•実際のデータをダウンロードしてみよう



自分のJupyter Notebookを作る
1. 空のノートブックの新規作成 
メニュー→「New」→「Notebook Python3」 

2. セルの新規作成 



Jupyter notebookの起動

見たいフォルダを指定できる

起動中のNotebookの管理(シャットダウンなど)

ファイルやフォルダの新規作成

この画面をいろいろクリックして慣れよう



Jupyter notebookの新規作成
新規作成で「Python 3」ならnotebookの作成 
Text FileやFolderも試してみよう



Jupyter notebook

ファイル名の変更 ツールバー

空のnotebookにセルを追加して、コードを入力しよう 
この操作を忘れたら以前配布した資料を見ながら復習 
(授業Webサイト→Jupyter操作: 「jupyter.pdf」)



練習
次の内容のNotebookを作成し、「mynewnote」 
という名前にして、それをメールで下記まで送ること 
takigawa@ist.hokudai.ac.jp  
添付するファイルはJupyterを起動したフォルダにできる 
「mynewnote.ipynb」というファイルです

セルの種類の違いに注意

• Pythonコード→「Code」 
• 文章→「Markdown」



「Run」

内容 (下記のnotebook新規作成)
左のように入力すること(Runすると右のように見えます)



実際のデータのダウンロード

www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
気象庁: 過去の気象データ・ダウンロード

(practice05.ipynbのリンクをクリック)



「石狩」をクリック



「札幌」をクリックしたらここをクリック



「日平均気温、日最高気温、日最低気温」をクリックし次へ



クリックして時期を「最近１年」に設定



「CSVファイルをダウンロード」をクリック



ダウンロードされたデータ「data.csv」をダブル
クリックで見てみる (Excelが起動する)
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